
玄葉が優位、上杉追う

自民「５」固める

【自　民】①津島淳 前②江渡聡徳 ※
前②神田潤一 ※新②木村次郎 ※前②

高橋比奈子 ※前②鈴木俊一 ※前②藤
原崇 ※前②土井亨 ※前②秋葉賢也
※前②西村明宏 ※前②伊藤信太郎
※前②森下千里 ※新②小野寺五典
※前②冨樫博之 ※前②金田勝年 ※
前②御法川信英 ※前②遠藤利明 ※前
②鈴木憲和 ※前②加藤鮎子 ※前②亀
岡偉民 ※前②根本匠 ※前②上杉謙太
郎 ※前②菅家一郎 ※前 前川恵 元
入野田博 新
【立　民】①升田世喜男 ※元①高畑紀
子 ※新①山内崇 ※新①階猛 ※前①
大林正英 ※新①小沢一郎 ※前①岡本
章子 ※前①鎌田さゆり ※元①大野園
子 ※新①安住淳 ※前①寺田学 ※前

①緑川貴士 ※前①原田和広 ※新①金
子恵美 ※前①馬場雄基 ※新①玄葉光
一郎 ※前①小熊慎司 ※前⑱佐野利恵
新⑲鳥居作弥 新⑳内海太 新

【公　明】①庄子賢一 新②佐々木雅文
新③曽根周作 新

【共　産】①高橋千鶴子 前②船山由美
※新③藤本友里 新

【維　新】①春藤沙弥香 ※新①早坂敦
※新

【国　民】①加藤健一 ※新②渡部勝博
新

【れいわ】①渡辺理明 新
【社　民】①久保孝喜 新
【Ｎ　党】①林マリアゆき ※新

　自民は前回同様の５議席を固め、さら
に上積みする勢い。立民は前回の旧立民
より２議席多い５議席を確保する見通
し。公明は１議席を獲得する公算が大き
く、２議席に届く可能性もある。共産は
前回と同じ１議席の見込み。

鎌田と秋葉が競る

升田と江渡、横一線

小沢、知名度で先行

緑川と金田、再び接戦

自民・立民「３」確保

【共　産】①畠山和也 元②伊藤理智子
新

【立　民】①道下大樹 ※前①松木謙公
※前①荒井優 ※新①大築紅葉 ※新
①池田真紀 ※前①西川将人 ※新①篠
田奈保子 ※新①逢坂誠二 ※前①山岡
達丸 ※前①神谷裕 ※前①石川香織
※前①川原田英世 ※新⑬原谷那美
新⑭秋元恭兵 新⑮田中勝一 新

【れいわ】①門別芳夫 新

新⑮長友隆典 新

【維　新】①小林悟 ※新①山崎泉 ※
新①小和田康文 ※新

【社　民】①豊巻絹子 新

【支持政党なし】①佐野秀光 新②中村
治 新

【自　民】①鈴木貴子 前②渡辺孝一 前
③船橋利実 ※前③高橋祐介 ※新③高
木宏寿 ※元③中村裕之 ※前③和田義
明 ※前③東国幹 ※新③伊東良孝 ※
前③前田一男 ※元③堀井学 ※前③中
川郁子 ※元③武部新 ※前⑭鶴羽佳子

【国　民】①山崎摩耶 前

【Ｎ　党】①斉藤忠行 ※新

【公　明】①佐藤英道 前②荒瀬正昭 新
　自民と立民がそれぞれ３議席を確保す
る見通しだ。前回は自民と旧立民が３議
席ずつで、旧希望が１議席だった。公明
は前回と同様の１議席を死守する公算が
大きい。前回ゼロだった共産は１議席を
獲得する可能性が高い。

石川香、中川にリード

　前回に続く石川と中川の対決。前回勝
利した石川は実績を訴えて支持基盤を固
め優位に立つ。返り咲きをめざす中川は
自民支持層の７割をまとめ、農業票の掘
り起こしに躍起。

　５区（自）
〈札幌市厚別区、江別市、千歳市など〉

　中村と大築が激突。中村が３期の実績
や知名度を生かし自民支持層の８割に浸
透。本多平直元首相補佐官の議員辞職
を受け、出馬した大築は立民支持層の

　１区（立）
〈札幌市中央、南区、西区の一部など〉
小林　　悟　 〇維　新　
道下　大樹　 〇立　前　
船橋　利実　 〇自 前
　２期目を目指す道下と、前回は比例復
活の船橋が競り合う。道下は立民支持層
の８割を固め、共産の支持層もつかむ。
船橋は自民、公明支持層の７割に浸透。
小林は巻き返しを図る。
　２区（自）
〈札幌市東区、北区の一部〉
高橋　祐介　 〇自　新
松木　謙公　 〇立　前
山崎　　泉　 〇維　新　

　３区（立）
〈札幌市白石、豊平、清田区〉
高木　宏寿　 〇自　元
荒井　　優　 〇立　新　
小和田康文　 〇維　新　
　荒井と高木が競る。荒井聡元国家戦略
相の地盤を継ぐ荒井は立民支持層の９割
をおさえ、共産支持層の８割を固めた。
国政復帰を目指す高木は自民支持層の８
割に浸透。小和田は独自の戦い。
　４区（自）
〈札幌市手稲区、小樽市など〉
大築　紅葉　 〇立　新　
中村　裕之　 〇自 前

８割を固めた。無党派層の取り込みで競
る。

大津伸太郎　 　無　新　
和田　義明　 〇自 前
橋本　美香　 　共　新　
池田　真紀　 〇立　前　
　３期目に向けて和田が前回比例復活し
た池田と激しく争う。自民、公明支持層
の８割をおさえた和田はさらなる支持拡
大を狙う。池田は立民支持層の８割を固
めた。橋本は政権批判票に期待。
　６区（立）
〈旭川市、名寄市、富良野市など〉
斉藤　忠行　 〇Ｎ　新　
西川　将人　 〇立　新　
東　　国幹　 〇自　新
　東と西川が横一線。新人の東は道議の
実績を訴え、自民支持層の８割に浸透。
旭川市長を４期務めた西川は高い知名度
で切り込みを図る。斉藤は独自性を訴え
る。
　７区（自）
〈釧路市、根室市など〉
伊東　良孝　 〇自 前
篠田奈保子　 〇立　新　
石川　明美　 　共　新　
　自民道連会長で前職の伊東が後援会組
織を固め、手堅い選挙。新人の篠田は立
民支持層の８割を固め、無党派層などの
政権批判票の上積みをめざす。石川は陣
営引き締めに躍起だ。
　８区（無）
〈函館市、北斗市など〉
逢坂　誠二　 〇立　前　
前田　一男　 〇自　元
　当選４回の実績を持つ逢坂は支持層が
広く着々と票を固める。４年ぶりの国政
復帰を目指す前田は自民支持層の７割を
まとめた。農業票などの取り込みに力を
入れる。
　９区（自）
〈室蘭市、苫小牧市、登別市など〉
山岡　達丸　 〇立　前　
堀井　　学　 〇自 前
　山岡が支持基盤を拡大してリード。共
産の候補者取り下げも後押しする。自民
支持層の８割をまとめた堀井は３期の実
績を生かし、無党派層の取り込み拡大を
図る。
　 区（公）
〈岩見沢市、滝川市、深川市など〉
神谷　　裕　 〇立　前　
稲津　　久　 　公　前
　神谷が稲津と接戦。前回惜敗し比例復
活の神谷は自公政権の批判票の取り込み
で支持を広げる。５期目をめざす稲津は
７割をまとめた自民支持層へのさらなる
浸透を図る。
　 区（立）
〈帯広市、十勝総合振興局管内〉
石川　香織　 〇立　前　
中川　郁子　 〇自　元

　 区（自）
〈北見市、網走市、稚内市など〉
川原田英世　 〇立　新　
武部　　新　 〇自 前
菅原　　誠　 　共　新　
　強固な地盤を持つ武部が幅広い支持を
得て優勢。立民と共産による候補一本化
がまとまらず、川原田は立民支持層の８
割を固め政権批判票の上積みを狙う。菅
原は巻き返しをかける。

　４月の補欠選挙で国政に返り咲いた松
木が勢いを続けて先行。立民支持層の８
割を固め、共産や国民の支持層への浸透
も狙う。新人の高橋は無党派の取り込み

に懸命。山崎は切り込みを図る。

候補者らの街頭演説を聞く有権者（ 日、神戸市北区）
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　前回比例復活の岡本が安定した選挙
戦。立民支持層の９割、共産支持層の８
割をまとめ、無党派層などからの票の上
積みもめざす。土井は地方議員の支援で
巻き返しを図る。春藤、大草は埋没回避
に全力をあげる。

　５区（自）
〈いわき市、双葉郡〉

　３区（無）
〈白河市、須賀川市、田村市など〉

　１区（自）
〈山形市、天童市、上山市など〉

　２区（自）
〈宮古市、大船渡市、釡石市など〉
大林　正英　 〇立　新　
荒川　順子　 　Ｎ　新　
鈴木　俊一　 〇自 前
　岸田政権で財務相に就いた鈴木が実
績、知名度で盤石だ。初挑戦の大林は立
民支持層の７割強を固め、他の野党系や
無党派層の支持拡大を急ぐ。荒川は独自
の戦い。
　３区（無）
〈一関市、花巻市、北上市など〉

　連続当選をめざす木村が先行。地道に
ミニ集会を重ねて自民支持層の８割強を
固めた。立民支持層の８割弱をまとめた
山内は非自民票の受け皿として支持拡大
を目指す。

山内　　崇　 〇立　新　
木村　次郎　 〇自 前

原田　和広　 〇立　新　
遠藤　利明　 〇自　前
　遠藤と原田が激しく競う。９期目をめ
ざす遠藤は党選対委員長の職務で地元入
りに制約。後援会が地盤を固める。原田
は立民支持層の９割を固めるなど、野党
統一候補として浸透を図る。

　３区（自）
〈弘前市、五所川原市、つがる市など〉

　強固な地盤を持つ小沢が高い知名度で
先行。 期目の当選を目指す。前回が比
例復活の藤原は自民、公明支持層の７割
強をまとめた。保守層や無党派層の取り
込みで追い上げる。

　大島理森前衆院議長の後継となる神田
がリード。企業回りなどを重ね自民支持
層の８割をおさえた。高畑は政権批判票
の上積みに躍起だ。田端は党勢拡大を図
る。

藤原　　崇　 〇自 前
小沢　一郎　 〇立　前　

　１区（自）
〈秋田市〉

　１区（自）
〈青森市、むつ市など〉

奈 自子高 比 　 前橋 〇

冨樫　博之　 〇自 前
寺田　　学　 〇立　前　

　１区（自）
〈仙台市青葉区、太白区の本庁管内〉
岡本　章子　 〇立　前　
春藤沙弥香　 〇維　新　
土井　　亨　 〇自 前
大草　芳江　 　無　新　

江渡　聡徳　 〇自 前
升田世喜男　 〇立　元　
斎藤　美緒　 　共　新　

　寺田と冨樫が横一線。前回は比例単独
の寺田は立民支持層の９割をおさえ、他
の野党支持層の取り込みを図る。復興副
大臣に就いた冨樫は知名度を生かし無党
派層への浸透をめざす。

　２区（自）
〈仙台市宮城野、若林、泉区〉

　升田と江渡が横一線。升田は立民支持
層の８割強をまとめ支持拡大に動く。前
回は比例単独で当選した江渡は自民支持
層の８割を固め、選挙区で自民議席の確
保をめざす。斎藤は追い上げに懸命だ。
　２区（自）
〈八戸市、十和田市、三沢市など〉
神田　潤一　 〇自　新

鎌田さゆり　 〇立　元　
秋葉　賢也　 〇自 前
林マリアゆき　 〇Ｎ　新　
　鎌田と秋葉が今回も激しく競る。前回
無所属で出馬し惜敗した鎌田は立民支持
層の９割をまとめた。自民支持層の７割
強を固めた秋葉は保守票の上積みを図
る。林は独自の戦い。
　３区（自）
〈名取市、岩沼市、白石市など〉

）
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区

〉
　 希

高畑　紀子　 〇立　新　
田端　深雪　 　共　新　

　６期目を目指す階が基盤固め。立民支
持層の８割をおさえ有利な戦いを展開す
る。追い上げる高橋は自民、公明支持層
の上積みと無党派層の取り込みが課題。
吉田は政権批判票の取 み す込 ざ 。めり を

大野　園子　 〇立　新　
西村　明宏　 〇自 前
浅田　晃司　 　無　新　
　西村がやや先行。元官房副長官の実績
を訴え自民支持層の９割弱をまとめた。
立民支持層の８割を固めた大野はＳＮＳ
活用などで若年層の取り込みを図る。浅
田は独自の戦い。
　４区（自）
〈塩釡市、多賀城市、富谷市など〉
伊藤信太郎　 〇自 前
船山　由美　 〇共　新　
早坂　　敦　 〇維　新　
　伊藤が厚い支持基盤と組織力で先行。
自民支持層の８割弱を固め、７期目の当
選をめざす。船山は野党共闘で立民支持
層への浸透に懸命。元仙台市議の早坂が
間隙を突く。

共恭 新
階

子　
　

　　 　
　

吉田　
〇　 立 　猛　 前　

　５区（無）
〈石巻市、東松島市、牡鹿郡など〉

　２区（自）
〈男鹿市、能代市、大館市など〉

安住　　淳　 〇立　前　
森下　千里　 〇自　新

　１区（無）
〈福島市、相馬市、南相馬市など〉
金子　恵美　 〇立　前　
亀岡　偉民　 〇自 前

金田　勝年　 〇自 前
緑川　貴士　 〇立　前　

　党国対委員長の安住が優位な戦い。立
民支持層の９割強を固め政権批判票の上
積みを図る。元タレントの森下は高い知
名度を生かして地元を回り、保守層と無
党派層の支持拡大を急ぐ。

　緑川と金田が今回も接戦。前回惜敗の
緑川は候補者擁立を見送った共産支持層
を取り込む。５期目を狙う金田は自民、
公明支持層の７割前後を固めた。党務な
どの実績を生かし票の上積みをはかる。
　３区（自）
〈横手市、湯沢市、由利本荘市など〉

　金子と亀岡が激しく競う。前回勝利し
た金子は立民支持層の９割を固め、政権
批判票の上積みをめざす。亀岡は自民、
公明支持層をおさえ、無党派の切り崩し
を図る。

杉山　　彰　 　共　新　
御法川信英　 〇自 前
　６期目を目指す御法川が安定した戦
い。自民、公明支持層の８割強をまとめ
る。一騎打ちで挑む杉山は共産支持層以
外への浸透が課題。ブログや動画の発信
に力を入れ若者層への浸透を図る。

　６区（自）
〈登米市、気仙沼市、栗原市など〉

　２区（自）
〈米沢市、東根市、村山市など〉

小野寺五典　 〇自 前
内藤　隆司　 　共　新　
　当選７回の小野寺が盤石。農林水産業
などの支持層を着々と固め、自民支持層
の９割強をおさえた。内藤は自公政権へ
の批判票を狙って立民支持層などの取り
込みを目指す。

鈴木　憲和　 〇自 前
加藤　健一　 〇国　新　
　４期目を狙う鈴木がやや先行。農政や
災害対応などの実績を訴え、自民支持層
の８割強をまとめ支持基盤の拡大を図
る。加藤は立民支持層の７割強を固める
など政権批判票への幅広い浸透をめざ
す。
　３区（自）
〈酒田市、鶴岡市、新庄市など〉
梅木　　威　 　共　新　
阿部ひとみ　 　無　新　
加藤　鮎子　 〇自　前
　加藤がわずかにリード。自公の県議、
市町村議の支援を得て基盤固めを進め
る。９月に出馬表明した無所属の阿部は
立民支持層の６割に浸透。非自民系の取
り込みを図る。梅木は巻き返しをかける。

　２区（自）
〈郡山市、二本松市、本宮市など〉
馬場　雄基　 〇立　新　
根本　　匠　 〇自 前

　復興相や厚生労働相を務めた根本が安
定した戦い。自民、公明支持層のいずれ
も８割強を固めた。立民と共産の候補者
調整で一本化した馬場は若年層への支持
拡大をめざす。

上杉謙太郎　 〇自 前
玄葉光一郎　 〇立　前　
　玄葉がリード。立民支持層の９割を固
め、共産支持層にも浸透。上杉は自民支
持層の８割弱をまとめた。連立を組む公
明との連携を強化し、無党派層や保守層
の取り込みを図る。
　４区（自）
〈会津若松市、喜多方市など〉

小熊　慎司　 〇立　前　
菅家　一郎　 〇自 前
　小熊と菅家が今回も激戦。雪辱を期す
小熊は立民支持層の８割強をまとめ、野
党共闘で政権批判票の上積みを狙う。菅
家は自民支持層の８割を固め、無党派層
を掘り起こす。

熊谷　　智　 　共　新　
吉野　正芳　 　自 前
　元復興相の吉野が実績と知名度で先
行。自民、公明支持層の８割をまとめ、
さらなる上積みに動く。野党統一候補の
熊谷は共産以外の支持取り込みで、追い
上げに躍起だ。

遠藤、基盤固め着々

３０　【第三種郵便物認可】 日本経済新聞 ２０２１年　（令和３年）　１０月２２日　（金曜日）


